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甲賀市内にすむ 
絶滅が心配される動植物や 
それらを育む大切な 

自然についての連載です 
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　ゲンゴロウ類は、平たい流線型の体とオールの様な長い後ろ足で、
水中を素早く泳ぎ、他の水生生物を捕まえる肉食の甲虫です。 
　滋賀県には30種以上のゲンゴロウ類が生息しますが、体長が約
4 cmを超える最大の種「ゲンゴロウ」は、県内で非常に少なくな
りました(滋賀県レッドデータブック2005年版)。「ナミゲンゴロウ」
とも言われ、昔は普通でしたが、甲賀地域では既に絶滅したかも知
れません。お隣の日野町で古くに採集された標本があるので、甲賀
にもいたはずです。 
　「ゲンゴロウ」が減少したのは、すみ場所や餌が無くなったため
と言われます。幼虫は水草の繁る浅い池にすみますが、その様な池
は現在あまり見当たりません。また、オタマジャクシや小魚など大
量の水生生物を食べるため、農薬を無制限に使用した時代に、餌と
なる生き物と一緒に消えたようです。 
　しかし、甲賀市内には別の大型ゲンゴロウ類が生き残っています。
体長が約2.5cmになる「クロゲンゴロウ」で、近年の調査で、甲賀
市の全町から確認できました。山よりに生息するため、農薬や開発
から逃れたようですが、やはり、水草が豊富な、生き物の多い池や
水路に見られます。 
　大型のゲンゴロウ類が見られることは、水辺に多くの生き物がす
む、豊かな環境の存在を意味するのです。 
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